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「犠牲は信仰の証明。」 創世記 22 章 6～14 節   

日
本
人
の
宗
教
性
を
考
え
る
と
集
団
的
、
或
は
風
土
的
な
も
の
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま

す
。
神
社
な
ど
の
お
祭
り
は
風
土
的
で
あ
り
、
神
輿
な
ど
は
集
団
的
で
、
個
人
の
信
仰
は

そ
の
行
事
に
帰
依
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
周
囲
に
測
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
初

詣
や
お
札
は
、
他
か
ら
見
れ
ば
呪
術
的
な
風
習
と
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
。
仏
教
は
、
殆
ど

祖
先
を
祀
る
儀
礼
的
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
個
人
的
な
信
仰
心
は
感
じ
ら
れ
ま

せ
ん
。 

１
月
５
日
に
施
行
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
統
一
協
会
被
害
者
救
済
新
法
」
は
、
実
際
に

は
、
無
神
論
に
基
づ
く
宗
教
団
体
へ
の
規
制
、
及
び
巧
妙
な
崩
壊
工
作
で
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
。
第
四
条
第
６
号
に
は
、
「
合
理
的
に
実
証
す
る
こ
と
が
困
難
な
特
別
な
能
力

に
よ
る
知
見
」
で
信
仰
や
寄
付
を
勧
誘
す
る
こ
と
が
個
人
を
困
惑
さ
せ
る
の
で
禁
止
と
あ

り
ま
す
。
宗
教
と
い
う
も
の
は
、
個
人
の
宗
教
心
や
良
心
、
そ
し
て
善
意
を
促
す
も
の
で

あ
っ
て
、
そ
れ
は
合
理
的
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
確
か
に
キ
リ
ス
ト
教
は
神
学
も
弁

証
法
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
無
神
論
に
基
づ
く
合
理
性
と
は
両
立
し
ま
せ
ん
。 

カ
ン
ト
は
『
純
粋
理
性
批
判
』
で
、
人
間
の
英
知
で
は
神
も
宇
宙
も
理
解
す
る
こ
と
は

で
き
ず
、
心
が
因
果
法
則
に
支
配
さ
れ
て
い
れ
ば
、
人
間
の
自
由
意
志
は
な
い
、
と
論
破

し
て
い
ま
す
。
信
教
の
自
由
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
個
人
の
判
断
の
尊
厳
が
尊
重
さ
れ
る

べ
き
現
代
国
家
で
、
こ
の
よ
う
な
無
神
論
的
立
法
が
さ
れ
た
の
は
、
ま
さ
に
終
末
で
あ

り
、
サ
タ
ン
の
暗
躍
の
結
果
で
す
。
神
を
恐
れ
な
い
傲
慢
な
行
い
で
す
。 

今
日
の
聖
句
は
、
信
仰
者
に
と
っ
て
も
、
非
常
に
非
合
理
で
わ
か
り
づ
ら
い
内
容
で

す
。
神
は
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
歳
を
と
っ
て
得
た
ひ
と
り
子
イ
サ
ク
を
「
全
焼
の
生
贄
」
と

し
て
献
げ
る
こ
と
を
命
じ
る
の
で
す
（
２
２
・2

）。 

そ
れ
に
対
し
て
ア
ブ
ラ
ハ
ム
は
、
「
翌
朝
早
く
」
（3

）
、
イ
サ
ク
を
連
れ
て
、
全
焼
に
す

る
た
め
の
多
量
の
薪
を
積
ん
で
出
か
け
る
の
で
す
。
「
彼
は
、
神
に
は
人
を
死
者
の
中
か

ら
よ
み
が
え
ら
せ
る
こ
と
も
で
き
る
と
考
え
ま
し
た
。
」
（
へ
ブ
ル
１
１
・19

）
と
あ
り
ま

す
が
、
翌
朝
早
く
そ
ん
な
信
仰
の
奥
義
を
持
つ
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
旅
の
途
中
、
あ

る
い
は
生
贄
と
し
て
献
げ
る
直
前
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
と
も
か
く
、
ど
う
し
て
翌
朝
早
く

そ
の
行
動
が
と
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

先
週
、
状
況
極
ま
っ
て
ア
ブ
ラ
ハ
ム
が
妻
サ
ラ
を
、
ア
ビ
メ
レ
ク
の
王
室
に
入
れ
た
こ

と
を
話
し
ま
し
た
。
そ
の
時
の
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
あ
が
き
、
苦
し
み
は
如
何
ほ
ど
だ
っ
た
か

と
思
い
見
ま
し
た
。
そ
し
て
、
神
が
介
入
し
て
助
け
て
く
れ
た
の
で
す
。
信
仰
は
、
自
ら

の
経
験
と
神
体
験
が
必
要
で
、
合
理
的
な
理
性
を
超
え
た
神
へ
の
誓
願
と
成
果
が
積
ま
れ

て
こ
そ
、
深
い
信
仰
生
活
に
入
っ
て
行
き
ま
す
。 

            

絶
望
的
な
状
態
の
中
で
、
神
を
信
じ
切
る
か
否
か
が
、
そ
の
人
の
信
仰
生
活
を
決
め

る
の
で
す
。
ア
ブ
ラ
ハ
ム
は
、
そ
の
よ
う
な
信
仰
生
活
の
経
緯
の
中
で
、
と
も
か
く
、

神
に
従
う
こ
と
に
し
て
、「
翌
朝
早
く
」
行
動
を
取
っ
た
の
で
す
。
多
く
の
人
が
考
え
る

中
で
迷
い
、
ど
っ
ち
つ
か
ず
の
行
動
を
取
り
ま
す
。
そ
し
て
、
次
第
に
不
信
仰
に
な
っ

て
い
く
の
で
す
。 

三
日
目
に
ロ
バ
と
従
者
二
人
を
置
い
て
、
薪
を
イ
サ
ク
に
背
負
わ
せ
て
モ
リ
ヤ
の
山

に
登
り
ま
し
た
。
多
く
の
薪
を
背
負
う
の
で
す
か
ら
、
イ
サ
ク
は
既
に
成
人
の
体
力
を

持
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
。
イ
サ
ク
か
ら
「
全
焼
の
さ
さ
げ
物
に
す
る
羊
は
、
ど
こ
に
い

る
の
で
す
か
。
」
と
聞
い
た
の
は
、
羊
を
捕
ま
え
て
き
ま
し
ょ
う
か
と
い
う
息
子
の
配
慮

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
と
も
か
く
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
は
、
涙
を
抑
え
る
の
に
必
死
だ
っ
た
で

し
ょ
う
。 

モ
リ
ヤ
の
山
は
、
後
に
神
殿
が
建
て
ら
れ
た
エ
ル
サ
レ
ム
の
シ
オ
ン
山
で
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
神
が
「
お
告
げ
に
な
っ
た
場
所
」
（9

）
と
は
、
神
の
臨
在
が
強
く
あ

っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
イ
サ
ク
に
手
伝
わ
せ
、
祭
壇
を
築
き
ま
す
。
そ
の
後
、
縛

ら
れ
た
イ
サ
ク
の
心
情
は
如
何
な
る
も
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
こ
と
が
生
涯
神
に
従
順

で
あ
っ
た
イ
サ
ク
の
性
格
に
結
び
つ
い
て
い
き
ま
す
。 

愛
す
る
ひ
と
り
子
を
犠
牲
と
し
て
ナ
イ
フ
で
手
に
か
け
よ
う
と
し
た
時
に
は
、
ア
ブ

ラ
ハ
ム
の
思
い
は
、
「
神
に
は
人
を
死
者
の
中
か
ら
よ
み
が
え
ら
せ
る
こ
と
も
で
き
る
」

と
い
う
願
い
に
必
死
で
あ
り
な
が
ら
従
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

人
は
、
自
分
の
利
益
を
優
先
し
て
生
き
ま
す
。
自
分
の
利
益
の
代
表
で
あ
る
一
人
息

子
を
神
に
自
ら
献
げ
る
と
い
う
こ
と
は
、
ま
と
も
な
判
断
を
超
え
た
こ
と
で
す
。
し
か

し
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
は
、
信
仰
に
よ
っ
て
神
に
従
い
ま
し
た
。
納
得
し
て
し
た
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
無
責
任
な
行
動
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
神
の
全
能
性
、
神
の
愛
の
絶
対
性

を
信
じ
た
か
ら
で
す
。 

「
神
は
、
実
に
、
そ
の
ひ
と
り
子
を
お
与
え
に
な
っ
た
ほ
ど
に
世
を
愛
さ
れ
た
。
そ

れ
は
御
子
を
信
じ
る
者
が
、
一
人
と
し
て
滅
び
る
こ
と
な
く
、
永
遠
の
い
の
ち
を
持
つ

た
め
で
あ
る
。」（
ヨ
ハ
ネ
３
・16

） 
御
子
イ
エ
ス
を
人
間
の
世
に
送
り
、
そ
し
て
人
の
罪
の
代
価
と
し
て
十
字
架
に
掛
か

る
こ
と
を
許
さ
れ
た
の
は
、
そ
れ
し
か
人
を
救
う
道
が
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
ア
ブ
ラ

ハ
ム
の
理
不
尽
、
非
合
理
な
信
仰
行
為
は
、
父
な
る
神
に
、
息
子
イ
エ
ス
の
犠
牲
を
納

得
さ
せ
、
そ
の
価
値
が
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
、
人
類
を
代
表
す
る
信
仰
行
為
だ
っ
た

の
で
す
。 

           



【新改訳 2017】 

創 22:6 アブラハムは全焼のささげ物のための薪を

取り、それを息子イサクに背負わせ、火と刃物を手

に取った。二人は一緒に進んで行った。 

22:7 イサクは父アブラハムに話しかけて言った。

「お父さん。」彼は「何だ。わが子よ」と答えた。

イサクは尋ねた。「火と薪はありますが、全焼のさ

さげ物にする羊は、どこにいるのですか。」 

22:8 アブラハムは答えた。「わが子よ、神ご自身

が、全焼のささげ物の羊を備えてくださるのだ。」

こうして二人は一緒に進んで行った。 

22:9 神がアブラハムにお告げになった場所に彼らが

着いたとき、アブラハムは、そこに祭壇を築いて薪

を並べた。そして息子イサクを縛り、彼を祭壇の上

の薪の上に載せた。 

22:10 アブラハムは手を伸ばして刃物を取り、息子

を屠ろうとした。 

22:11 そのとき、【主】の使いが天から彼に呼びかけ

られた。「アブラハム、アブラハム。」彼は答えた。

「はい、ここにおります。」 

22:12 御使いは言われた。「その子に手を下してはな

らない。その子に何もしてはならない。今わたし

は、あなたが神を恐れていることがよく分かった。

あなたは、自分の子、自分のひとり子さえ惜しむこ

とがなかった。」 

22:13 アブラハムが目を上げて見ると、見よ、一匹

の雄羊が角を藪に引っかけていた。アブラハムは行

って、その雄羊を取り、それを自分の息子の代わり

に、全焼のささげ物として献げた。 

22:14 アブラハムは、その場所の名をアドナイ・イ

ルエと呼んだ。今日も、「【主】の山には備えがあ

る」と言われている。 

 
 
 
 

【NKJV】Gen22:6 So Abraham took the wood of 
the burnt offering and laid it on Isaac his son; and 
he took the fire in his hand, and a knife, and the 
two of them went together. 
 22:7 But Isaac spoke to Abraham his father and 
said, "My father!" And he said, "Here I am, my son." 
Then he said, "Look, the fire and the wood, but 
where is the lamb for a burnt offering?" 
 22:8 And Abraham said, "My son, God will provide 
for Himself the lamb for a burnt offering." So the 
two of them went together. 
 22:9 Then they came to the place of which God had 
told him. And Abraham built an altar there and 
placed the wood in order; and he bound Isaac his 
son and laid him on the altar, upon the wood. 
 22:10 And Abraham stretched out his hand and 
took the knife to slay his son. 
 22:11 But the Angel of the Lord called to him from 
heaven and said, "Abraham, Abraham!" So he said, 
"Here I am." 
 22:12 And He said, "Do not lay your hand on the 
lad, or do anything to him; for now I know that you 
fear God, since you have not withheld your son, 
your only son, from Me." 
 22:13 Then Abraham lifted his eyes and looked, 
and there behind him was a ram caught in a thicket 
by its horns. So Abraham went and took the ram, 
and offered it up for a burnt offering instead of his 
son. 
 22:14 And Abraham called the name of the place, 
The-Lord-Will-Provide; as it is said to this day, "In 
the Mount of The Lord it shall be provided." 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

1 .  信 仰 に 生 き る キ リ ス ト の 弟 子 の 養 成  
主の弟子は状況に左右されず聖霊に聞き従い、神を信じ人を信じて人々の救いと解放をもたら

す。十字架に死んで神と共に生きるとは、自分と人々の罪からくる咎を覚悟し信仰と希望と愛とを持

って福音の祝福の中に生きることである。キリストの弟子の養成こそ教会の使命である。 
２ ．  真 理 と 祈 り と 讃 美 に 満 ち た 信 仰 生 活 の 指 導  

聖書の教え、真理は人を自由にする。祈りは問題や悩みを解決し、神の御心を確認する。讃美は癒し

と喜びと力を与える。教会はそれらを教え指導し、互いの交わりの中で模範を造り出していく。 
３ ．  キ リ ス ト を 頭 と し て 愛 に よ っ て 結 び 合 わ さ れ た 共 同 体 の 形 成   

教会には多種多様な人々が神によってこの世から召し出されてくる。この信者を整え、神への奉仕

という使命を果たすように導くには、キリストの弟子として十字架を負い主に従う指導者層が確立され

なければならない。整えられ愛し合い一致した教会こそ神の栄光が現され成長する。 
４ ．  隣 人 に 対 す る 愛 に 基 づ い た 執 り 成 し と 伝 道 の 実 践  

神を愛する人は人をも愛し、行いを伴う信仰を持つ。真理を知らず罪と咎によって苦しんでいる人々を

愛し、執り成し、福音を伝えることによってこそクリスチャンは成長し、祝福される。 
５ ．  地 域 と 社 会 に 貢 献 す る 魅 力 的 な 教 会 員 の 歩 み と 家 族 形 成  

教会と教会員の活動・事業・啓発運動を展開し、社会に影響を与えながら、同時に愛し合う家族を形

成し、接する人々に福音を現していくことが、日本のリバイバルに必要であると私たちは信じる。 
 
 

 

今 週 の 聖 書  

千葉
キリ

教会
の

理念 


	千葉福音キリスト教会は、キリスト教プロテスタントの日本福音同盟（ＪＥＡ）に加盟する日本アッセンブリーズ･オブ･ゴッド教団に属し､聖書をすべて神のことばとして信じ､罪の赦しの福音を伝え､聖霊なる神の世界に対する介入を認めて、聖霊のバプテスマと賜物、病の癒し、奇跡、再臨を信じます。



